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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

　昨年度から小中一貫教育の指定校と

して取り組んでいる河東中学校区（河

東中、河東小、河東西小）が６月16日、

河東中で「第１回子どもサミットin河東」

を開催。市内の小中一貫教育を実施して

いる校区では、初の取り組みです。

　最初に、河東中の生徒会長・三宅優

香さん（３年）が「サミットの目的は、

小学校や中学校でより良い学校生活を

送るために取り組む内容を考えること

です。有意義なサミットになるよう積

極的に話し合いましょう」とあいさつ。

各校で取り組んでいる内容について情報交換をしました。

　河東中で実践している「あいさつ運動」は、生徒会役員らが毎朝校門に立って、

登校してくる生徒たちにあいさつをすることで、誰にでもあいさつができるように

習慣づける活動です。来校者や地域の人から「河東中の生徒は、誰にでもあいさつ

ができて、気持ちがいいですね」と言われるほど、自然にあいさつができるように

なりました。

　河東小からは、赤い羽根募金やペットボトルキャップ集めなどの募金活動、雨の

日の過ごし方を見直す活動などが報告されました。同校は、本年度から青少年赤十

字にも加盟し、児童会を中心に災害復興の募金活動にも取り組んでいます。

　河東西小からは、ごみ拾い運動、あいさつ運動、プルタブ集めによる募金活動な

どを報告。プルタブ集めの活動では、車椅子に交換して施設に贈った実績が報告さ

れました。

　続いて、各校が取り組んだ活動を踏まえ、３校で一緒に取り組む活動について話

し合いました。その中で、河東中から「あいさつの輪を広げ、笑顔あふれる学校に

したい」という提案が出され、「朝のあいさつ運動」を実施することが採択されました。

　三宅生徒会長は「小学生の意見を聴くことができ、たいへん参考になったし、楽

しかった。３校合同で取り組む朝のあいさつ運動が地域に広がって、誰とでもあい

さつができ、笑顔があふれる学校になるよう、みんなで取り組んでいきます」と力

強く話してくれました。

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）５０９９
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踊
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鐘
崎
盆
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り
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終
日
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地
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縁
日
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れ
て
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す
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日
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お

地
蔵
様
ま
つ
り
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お
地
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踊
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。
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潮
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踊
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踊
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独
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落
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苦
し
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伸
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た
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よ
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ま
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踊
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思
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８
月
13
日
に
ご
先
祖
の
精
霊

を
盆
踊
り
で
招
き
入
れ
、
24
日

の
お
地
蔵
様
の
日
に
盆
踊
り
で

返
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こ
と
は
、
ご
先
祖
様
の
精

霊
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お
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蔵
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導
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、
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踊
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。

　
昭
和
15
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ご
ろ
に
は
、
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日

間
か
け
て
鐘
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内
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所
で
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ら
れ
て
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ま
し
た
。し
か
し
、

現
在
は
初
盆
の
ご
先
祖
の
精
霊

た
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の
た
め
に
８
月
14
日
に
阿

弥
陀
（
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み
だ
）
様
の
前
で
踊
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、
24
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お
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蔵
様
の

前
で
踊
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終
わ
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　「
鐘
崎
盆
踊
り
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、「
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ぐ

ら
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上
で
地
元
民
に
語
り
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れ
た
口
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、
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抜
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れ
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た
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い
節
回
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い
、
や
ぐ
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で
若
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強
く
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鼓
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た
く
中
、
単
調
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朴
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踊
り
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老
若
男
女
を
問
わ
ず
手
踊
り
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る
踊
り
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は
、
他
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比
類

の
な
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り
、
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定
し
、
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承
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る
必
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け
る
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で
は
な
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で
し
ょ
う
か
。
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ハ
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、
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カ
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、「
釈
迦
十
大
弟
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人
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迦
葉
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こ
と
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、貪
欲（
ど

ん
よ
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の
罪
で
餓
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に
落

ち
た
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し
、
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様
の
力
で
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方
浄
土
に
導
か
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。

（
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）
１
５
４
０

鐘
崎
の
お
地
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要
が
あ
る
」
と
し
て
平
成
３
年

11
月
15
日
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
第
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号
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

３校で取り組む活動について
意見を出し合う子どもたち

第１回子どもサミットin河東で
「朝のあいさつ運動」を採択
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